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深長眼看去來影 

豐滿腰含生命情 

疑是天工彫塑藝 

茫茫難度古文明 
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深く鋭い眼は、過去(現在)未来の世の中を見据えているようであり、 

豊かな腰は、子孫の繁栄を願っているようである。 

このすばらしい塑像は、天のわざではないだろうか。 

縄文時代の文明の高さは、計り知れないものがある。 

ビーナスを詠んだもの 


